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一
一
七
名
を
発
令
 

編
風
し
て
あ
り
ま
す
．
 
招
 

の
市
有
地
を
処
分
し
て
前
記
の
用
地
の
を
農
い
た
し

ま
す
。
 

単
行
案
で
は
ま
ず
条
例
の
改
廃
お
よ
ひ買
収
費
に
あ
て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 モ
の
ほ
か市
立
保
育所
の
趣
設
、
市
有

制
定
で
す
が
国
の
委
託事
務
を
は
じめ

寄
附
採
納
の
件は
市
内
戸
沢
地
区
に
建

自
動
車
大
庫
建
設
、し
尿
処
理
所
と
あ

近
年
●
務
量
が
激
増
し
、モ
の
た
め験
築
さ
れ
て
い
る
木
炭
共
同
倉
庫
を
隻
会
わ
せ
た
皿芥
焼
却
所
お
よ
び
公
営
住
宅

員
の
定
数
を
ふ
や
す
条
例
をは
8

日

所
と
し
て
ま
た
道
路
改
良
実
施
に
伴
う
の
津
設
等
財
政
の
ゆる
す
範
囲
に
お
い

常
の
業
務
遂
行
上
、
こ
れ
に
マ
ツ
チ
さ
幅
員
拡張
に
よ
る
関
係
者
か
らの
土
地
て
整
傭
い
た
し
ま
す
。
 

せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
．
 

寄
附
願
出
お
よ
び
中
三
株
式
会社
た
長

一
時
借
入
金
に
つ
い
ては
年
度
当初
に

ま
た
水
道事
禦
関
係
は
三
十
七
年
度
かか
ら
ロ
1
タ
リ
に
設
置
さ
れ
てい
る
時
 
お
け
る支
払
い
を
風
調
に
執
行
す
る
た

ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部を
通
用
し
計
の
寄
附
申
出
が
あ
つ
た
の
で
、
モ
れ
め
の
財
政
調
整
資金
で
あ
是
債
の
か
 

だ
す
こ
と
に
な
り
、そ
の
た
め
必
要
な
」
干
七
年
度
の諸
事
業
で
は
重
点
施
策
も
の
で
あ
り
ま
す
．
 

事
項
の
条
例
を
制
足
い
た
ま
し

た
。
 と
し
て
と
り
あ
げ
てお
り
ま
す
数
嘉

ま
た
三
十
大
年
度
一
般会
計
予
算
の
う

盃
産
の

取
得
に
つい
て
は
梅
泉
小学

設
が
一
応
今年
度
で
万
全
と
はい
い
な
 
ち
畜
産
主
産
地
形
成
事
業
費
お
よ

び
特

校
、
し
尿
鐙
所
建

設
用
地
お
よ
び
鵬
い
が
整
偏
鼻
り
、
ひ
き
つ
づ
裏
具
別
会
計
都

市
苗
事
業

の
用
地
買
収
と

業
憂
所

唇
、

保
育
所
、
零
自
動

敢
材
の
面
に
力
を
そ
モ
ぐ
万針
と
な
つ
物
件
移
転
等
、
年
度
内
に
完
了
困
難
と

車
A
庫
建
設
用
地
を
買収
し
よ
う
手

て
お
り
ま
す
．
 

な
つ
た
も
の
に
つ
いて
、
モ
れ
ぞ
れ」
一

る
も
の
です
o
 

ま
た
市
民多
数
の
要
請
に
よ
り
今
年度
十
七
年
度
へ
惨
越
さ
れ
ま
した
 

て
霧
の

経
営
改
善
盲

稽

に
の
り

ぞ
れ
寄
藻
柵
し
て
あ
り
ま
す
．
 

り
入
れ
は
事
業費
に
充
当
す
る
た
め
の
 
一c
べ
A
]
 

市
有
財
産
の
処
分
につ
い
て
は
未
広町

と
明
年
度に
わ
た
り
騒
案
の市
民
会
館
 

子
福
祉
年
金
」
が
で
き
ま
した
。
 

妥
払

い
前
日
に
亡
く
な
つ
た
と
き
は

こ
れ
は
夫
や
父
な
ど
」」
）盾
の
中心
と
な
死
亡
月
ま
で
の
分を
モ
の
遺
族
に
『
未

つ
て
い
た
も
の
が
死
亡
し
た
・
「
善
ロ
で
、
 払
支
給
金」
と
し
て
支
給
で
き
る
こ
と

つ
ぎ
の
よ
ク
な
条
件
が
あ
りま
す
。
 
に
な
り
ま
し
た
。
 

イ
、
夫
や
父
が
死
亡
し
た
害
、

の
こ

こ
の
届
け
は
死
亡後
大
力
月
以
肥
し

さ
れ
た
『祖
母
哀

』
「
姉
嘉
妹

』
 な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 

が
夫
や
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

遺
族
の
順
位
な
怠

国
民
年
金係
に
お
 

世
帯
．
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．
 

み
な
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

ま
だ
検
認雪
け
て

い
な
い
人
は
必
ず
 

国
保
受
診
証
の
 

検
認
は
お
早
め
に
 

」」
」
“
」

蛇
醸
」競
蔭
轟
嘘
群
」
」
イ
 
ー
》
 
税
 

母
子
福
祉
年
 ロ
、
祖
母
や
姉
が2
0才
以
上
で
配
偶
者

金
の
ほ
か
に
が
な
い
こ
と
。
 

祖
母
が
孫
を
 ハ
、
養
わ
れ
て
いる
孫
、
弟
妹
は
我
務

養
っ
て
い
た
政
育
終
了
前
で
あ
る
こ
と
。
 

り
姉
が
弟
妹
 ニ
、
祖
母
や
姉
の
前
年
の所
得
が
十
三

を
猫
っ
て
い
万
円
に
子
一
人
に
つ
き
三
万
円
を
加
え

る
よ
う
な
準
た
額
を
こ
え
ない
こ
と
。
 

母
子
世
帯
に
そ
の
捜
母
子
禍
祉
年
金
と
全
く
同
じ

も
、
年
金
を
で
す
。該
当
す
る方
は
市
役
所民
生
課

支
給
し
よ
う
国
民
年
金
係
まで
お
風
け
く
だ
さ
い
。
 

」
護
「
 未
支給
年
金
 

し
く
「
準
母
年
金
を
受
け
る
資
格の
あ
る
人が
年
金
 

納
税
貯
蓄
組
合
の
 こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

推
進
納
税
奨
励
、
市
税
の
統
計
、納
期
な

お
徴
収
令
書
は
四月
一
日
の
軽
自
動

前
納
付
の
報
償
金
お
よ
び
過
誤納
金
の
車
税
ト
ツ
プ
に
五
刀
一
日
の固
定
資
産

整
理
等
の
小
務
を
し
て
お
り
ま
す
．
 
税
、
水
利
地
益
税
、
大
月
一
日
の
脅
（
 

第
一

課

視
係
は
市

県
民
税
、
 民
税
．
国
民
健
康
保
険
税と
配
布
さ
m
 

軽
自
動
軍
税
、
 ま
す
の
で
徴
税
令
密
を
うけ
と
つ
な
り

た
ば
こ
消
費
税
、
電
気
ガ
ズ
税
、木
材

内
容
を
確
歌
レ
、納
習
に

納
付
し
で
 

引
取
税
お
よ
び
国
民
健
康
保険
税
の
賦
く
だ
さ
い
。
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に
エ
「一
 
」
卦
」
か
ト
凡
一
 
険
課

庶
務
係
長
、渋
谷
照
雄
（
秘露
企

一
 
‘
ー
 
一
．ノ
ノ
 

圃
課
主
事
）
、
国
民
健
康
保険
課
保
険

斑
 
日
 

程
 

係
長
、
小
山
宇
太
郎
（
国
民健
康
保
険

新
宮
町
2
2日
、
鋼
町
1
51
62
32
4日
、
幾

課
庶
務
係
長
）
、
醗
醜
課
土木
係
長
、
 

輪
賛
難
羅
証
襲
雄
羅
雛
販
 

平
詩
1
2
02
8日
、市

町
1
2
8日
、
康
賃
課
保
緊
長
）
建
設課
都評
 

驚
町12
3易
気
m

、旭町2
畑
襲
鷺
喫
駿
鷲
紗
 

3
4
52
32
43
1日
、
大
町
4
62
5日
、
課
主
事
）
、水
道
課
管
環

長
、
菊
地

寺
町
5
7
2
6日
、
岩
木
町
心
8
（省
、
 
五
郊
（
民
生
課
嘱
託）
、
福
祉
事
務
所

川
端
，

1
0n日
、
本
町
6
7ロ
2
7認
比
会
際
長
、
其
田
武
雄
（
公益
冨
主

日
、
布
置
町
8
”
日
、
東
町
1
31
4日
、
圧
）
，、
中
央
病
院
庶
務
係
長
、長
沢
興

弥
生
町
9
1
53
0日
、
鎌
谷
町
9
1
53
0日
三
（
税
務
課
嘱
託
）
、民
ル」
練市
民
係
 

び
に
関
定
、
そ
れ
に
対
す
る
異
議
の
申

賦
課
か
ら
徴
収
ま

立
、
税
の
減
免
を
取
り
扱つ
て
お
り
ま

で
市
税
に
対
す
る

す
．
ま
た
土
地
、家
屋
台
眼
の
整
備
、
 

す
べ
て
を取
り
扱

地
図
の
整
備
、
資
産
証
明
お
よ
び
公
簿
 

！
 

毛
J‘巾
0
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界
嗣
む
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0
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《
醒E，
ュ
 ョ
ー」α〈
弓
プ
‘
一

つ
て
い
る
の
が
市
 の
閲
覧
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

詳

畜
実
っ
 

第

一
徴
収
係
は
市
税
な
らび
 

て
左
側
に
あ
る
税
 

に
税
外
収
入
の

務
課
で
あ
り
ま
す

徴
収
お
よ
び
徴
収
猶
予等
の
事
務
か
最

庶

務
係
は
納

り
扱
つ
て
お
り
ま
す
。
 

税
等
 
第

一
一徴
収

係
は
滞
納
処
分
お

の
証
明
お
よ
び
納
 

よ
び
交
付
要
求

税
台
帳
の閲
腎
、
 滞
納
処
分
の
異
議
甲
立
、訴
訟
等
を
お
 

課
と
調
定
をお
こ
な
い
，
そ
れ
に
対
す

る
異
議
の
申
立お
よ
び
税
の誠
免
か飯

り
扱
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
原
動
概
付
自
転
車
のナ
ン
パ
ー
交
 

2
 
付
も
し
て
お
り
ま
す
。
 

第

一
一課
税

係
は
固
足
資
産
の
 

評
価
加
よ
び
賦
 

課
、
調
定
、
水
利
地
益
税
の
賦
課
な
ら
 

市
で
は
三
月
三
十
一自
で
任
期
満
了
と

な
つ
た
行
政
運
絡
員
一
一
七
名
を
こ
の

ほ
ど
発
令
しま
し
た
。
 

錦
町
、
長
内
唯
大
、幾
島
町
、
一
戸
千

代
作
、
柏
原
町
、
岩
谷
卯
作
、上
平
井

の
  町
、
気
田
勝
治
、下
平
井
町
、千
葉
済
 

鋤
 

隆
、
平
井
町
、山
内
一
晃
、敷
島
町
、
 

成
田
長
助
、旭
町
、
山
谷
満
広
、
大
町

斎
藤
得
七
、寺
町
岩
木
町
、
田
中
文
蔵
 

盗
 新宮
未
広
町
、樋
口
吉
弥
、本
町
、
堀

内
貞
三
、
布
屋
町
、小
山
内
有
義
、
鎌

谷
町
、
寺
田
消
、弥
生
町
、
角
呼
照
一
一

和
三
 

昭
第
 

東
町
、
高
構
武
一
、川
端
町
、
平
川
重

く
 

 次
郎
、
成
旧
町
、
金
沢
足
雄
、
柳
町
、
 
 

小
町
厳
明
、
高
橋
賢
次郎
、
一
爵
、
山

上
作
之
進
、
田
町
栄
町
、下
山
金
四
郎

田
園
調
布
、
広
瀬
準
一
郎
、
平
和
町
、
 

今
八
五
郎
、
十
川
町
、
前
田
責
、
小
曲

佐
願
秀
排
、
新
町
、
神
吉
太
郎
、湊
団

地
、
小
田
桐
七
郎
 

〇
栄
地
区
 

湊
、
平
山
千
代
作
、
平
山
昭
」
廊
、姥

や
ち
平
山
渉太
郎
、
猫
淵
、
藤
田
正
三

三
ッ
谷
、
岩
淵
久
吉
、稲
実
、
山
内
寅

之
助
、
加
藤
種
次
郎
、広
田
、
工
膜
甚

作
、
毛
内
金
五
郎
、
七
ツ
舘
、成
田
酉

造
 

O
中
川
地
区
 
 

川
山
、
藤
森
繁
美
、
畠
山
診
作
、
沖
飯

詰
、
秋
田
友
次
郎
、
桜
田
、
白
取
三
一

郎
、
中
泊
、
舘
山
敬
太郎
、
種
井
、
高

柵
与
助
、田
川
、
奈
良
要
作
、
新
宮
」
 

原
定
五
郎
、長
橋
、
川
村
貞
次
郎
，
、
 

O
」
爵
地
区
 

鶴
ケ
岡
、
沢
田
喜
太
風
、開
米
貞
次
郎

小
林
繁
氏
、藻
川
、
乗
田
米
作
、
二
戸

惣
三
、
一
戸武
雄
、
一
戸
富三
郎
、
高

瀬
、
成
田
喜
逸
、
福
井
、
小
●
厳
弥
吉

郎
 

〇
長
層
地区
 

隣
升
、
秋
田
秀
作
、
福
山
、
太
田
次
男

平
山
源蔵
、
杉
派
立
、
泉
政
一
、野
里
 
 

石
岡
清
次
郎
、
神
山
、
成
山
一
郎
、
松

野
木
、
長
尾
弥
一
郎
、福
泉
、
中
川
馨

若
山
、
成
田
喜
代
志
、
石
田
坂
、
斎
藤

清
蔵
、
戸
沢
、
間
山
武
美
、
豊
成
、
中

川
尚
吉
 

〇
松
島
地
区
 

吹
紬
、
寺
田
十
」
雁
、
鷹
立
柳
、
太
田

修
司
、
石
岡
、
寺
田
市
太
郎
、
水
野
尾

笹
森
登
一
、
太
田
秀
次
郎
、
漆
川
、
吉

村
嘉
右
工
門
、太
刀
打
、太
田
新
太
郎

葛
西
永
吉
、
一
野
坪
、
島
谷
寅
之
助
、
 

山
内
石
太
郎
、
小
野
才
入
芭

性
、
伊

腰
義
雄
、金
山
．
村
田
定
次
郎
、今
滴

策
、
村
田
忠
助
 

。
飯
詰
地
区
 

坂
ノ
上
、南
新
、
前
田
勘
四
郎
、
北
新

中
町
、
和
島
豊
吉
、新
町
、
大
町
、
三

浦
四
郎
、
伝
助
町
、
下
町
、
横
山
柾
吉
 

」
南
、
下
村
、
寺
町
、
」
戸
徳
蔵
、
太

日
町
、
大
正
町
、五
本
松
、
其
田
豊
（
 

南
下
、
北
下
、
中
下
、
工
藤
徳
三
郎
、
 

長
坂
、
味
噌
ク
沢
、葛
西
兵
市
、
東
岩
 
 

減
税
に
つ
い
て
は
市
民
各
層
の
代
汲者

に
審
議
委
員
多萎
嘱
し
て
慎
重
に
検
討

し
た
結
果
、
市
民
税
に
お
い
て
税
額控

除
に
よ
る
減
三
要
U
万
円
、
税
率
ひ
き

さ
げ
に
よ
る
減
八
五
O
万
円
、
固
定
資

産
税
に
あ
つ
ては
免
税
点
の
ひ
き
あげ

等
に
よ
り
一
o
9
カ
円
、計
一
三
〇
o
 

万
円
減
税
を
み
こ
ん
で
お
り
ま
す
．
 

特
別
会
計
都市
計
回
事
業
予
算
は
国
、
 

県
と
接
渉
の
結
果
計
上
し
、
国
保
事
業

勘
定
予
算
で
は
才
入
、
才
出
ン
」
も
前
年

度
に
比
し
大
一
天
一千
円
の
増
と
な
つ

て
お
り
ま
す
が
、
増
額
の
大
半
は
医療

費
の
値
上
に
よ
るも
の
で
あ
り
ま
す
．
 

国
保
直
診
勘
定
予
算で
は
才
入
、才
出

と
も
一
四
五
〇
万
円
の
増
と
な
つ
て
お

り
ま
す
が
、才
入
で
は
一点
単
価
の
ひ

き
あ
げ
ン
」
利用
者
の
増
に
よ
る
も
ので

あ
り
、
才
出
で
は
給
与
改
訂
の
平
年
度
 

崎
、
西
岩
崎
、其
田
良
逸
、
曙
町
、
近

藤
七
郎
、
興
隆
、
朝
日
、
木
田
茂
作
 

O
七
和
地
区
 

高
野
、
今
専
之
助
、
浅
利
清
四郎
、
前

田
響
］
］
、
新
谷
慶
一
、斎
藤
麗
次
郎
、
 

持
子
沢
、
山
内
惣
吉
、羽
野
木
沢
、
宮

崎
弥
七
郎
、
原
子
、
柳
原
藤
四
郎
、
松

山
与
五
郎
、俸
元
、
外
崎
松
四
郎

〇
毘
沙
門
地
区
 

毘
沙
門
、
北
川
弥
三郎
、
太
田
誠
吉
、
 

太
田
正
男
、共
栄
、
佐
腰
福
次
郎
、
中

崎
、
成
田
辰
五
郎
、
上
長
富
、
山
口
勇

次
郎
、
中
長
冨
、藤
森
万
四
郎
、
下
長

富
、
高
橋
元
作
 

〇
梅
沢
地
区
 

上
梅
田
、
福
士
勝
衛
、
中
梅
田
、
」
飛

義
雄
、
下
梅
田
、佐
藤
桃
太郎
、
中
泉

神
由
男
、
関
喜
一
 

O
中
平
井
町
 

大
村
秀
四
郎
 
 

証
（
受
診
証
）
は
三
月
三
十
一
日
で
有

効
期
限
が
き
れ
、
四
月
か
ら
は
検
認
の

な
い
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
な
くな

り
ま
し
た
。
 

保
険
課
で
は
再
三
み
な
さ
ん
に
被
保
険

者
証
の
検
認
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
 

い
し
て
お
り
ま
す
が
ま
だ
検
肥の
受
け

て
い
な
い
人
が
か
な
り
あ
る
よ
フ
で
す
 

被
保
険
者
証
の
検
肥
は
市
役所
保
険
課

で
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 
 

検
認
を
う
ける
よ
う
に
して
く
だ
さ
い
 

審
査
委
員
に
 

中
村
善
雄
氏

再
選
 

市
で
は
去
る
ニ
月
で
任
期
機了
と
な
つ

た
固
定
賢
轟

価
審
査
委
員
に
中
村
善

雄
氏
（
市
内
田
町
、
税
理
土
）
を
再
任

さ
れ
し
ま
し
た
。
 

栄
中
、
梅
泉
小

敷
地

決
定
す
 

昨
年
春
か
ら中
学
校
建
設
敷
地で
地
元

の
人
達
が
市些
局
、
市
散
育
委
員
会
に

再
慶
の
陳
情
をつ
づ
け
て
き
た
市
立
栄

中
学
校
敷
地
問
題
は
今
回
の
市
騒会
に

提
果
さ
れ
ま
し
た
が
市
議
会
で
は
議
会

九
日
目
の
二
十
四
日
午
前
中
全
議
員
が

市
数
育
委員
会
の
選定
し
た
敷
地
、地

元
民
が
主
張
して
い
る
敷
地
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、
市
数
育
委
員

会
が
選
定
し
た
広
田
字
下
り
松
十
七
の

敷
地
一
二
O
O〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
」
1
 

七
〇
O
坪
）
を
可決
し
ま
し
た
。
 

ま
た
梅
田
地
区
に新
設
さ
れ
る
梅
泉
小

学
校
に
は
梅田
寧
燕
口
に
九
九
O
O平

方
タ
ー
ト
ル

（三
〇
瓜
）O
坪
）
の
敷地

が
決
定
しま
し
た
。
 

一
一
九
番
は
 

火
災
専
用
電
話
 

火
災
の
発
生
した
場
合
、
そ
の
発
」一

所
を
間
，
せ
の
た
め
一
一
九
番
の電
話

を
使
用
す
る
人が
多
く
、
消
防
署
で
は

大
変
こ
ま
つ
て
お
り
ま
す
．
 

一
一九
番
は
火
災
専
用
電
話
で
す
。
 

火
災
通
報
以
外
は
二
O
一
九
番
の
電
話

を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．
 

西
北
病

院
の

電
話
番
号
変
更
 

市
立
西
北
中
央
病
院
の
電
話
番
号
は
現

在
代
表
「二
一
三
一番
」
と
な
つて
い

窒
ふ
五

月
一
日
から
代
表
「
三
一
一

一
番
」
と
変
更
に
な
り
ま
す
。
 
 

新
町
1
01
63
1日
、
柳
町
1
1ロ日
、
元
町
 

1
8日
、
田
町
1
2W日
、
寄

1
4日
、，
 

和
町
1
92
0日
、
湊
住
宅
2
1日
‘
 

市
人
事
異
動
 

水
道
課
課
長
補
佐
、
佐
藤
正
雄
（税
務

課
課
長
補
佐
）
、
税
務
課
課
長
補
佐
、
 

三
浦
新
一
（
税
務課
第
二
謀
税
係長
）
 

税
務
課
第
二
課
税
係
長
、安
田
弥
十
郎
 

（民
生
課
市
民
係
長
）
、
庶
務
課
課
畏

補
佐
、
斎
膝
忠
一
（
長
機
支
所
長）
、
 

長
橋
支
所長
、
高
柵
直
一
（庶
務
課
課

長
補
佐
）
、
秘
書
企
画
課
企
圃係
長
、
 

盛
武
司
（
中
央
病
院
庶
務
係
長
）
、
秘

書
企
異

財
政
係
長
、
毎
町
柳
劇
（
秘

書
企
固
課企
画
係
長
）
、
国
民
健
康
保
 
 

長
》
小
山
内
険
ニ
民
議

嘱
託
）
『
 

水
抽操
業
務
係
長
、
金
沢
定
維
（
水道
 

響
海
夢
灘
麟
叫
議
懇
“
 

課
財
政
係
長
兼
務
か
解く
、
増
田
新
吉

秘

雲
画
課
課
長
補
佐
）
、
福
祉
事
 

欝
馨
「
巻m
驚
臨
母
瀞
 

険
課
）
税
務
課
主事
、
佐
A
木
孝
治
（
 

中
央
病
院
）
、民
比
謀
主事
、
前
田
澱
 

或
踏
詳
瓢
織
か遥
欝
 

「
郎
（
建
設
課
）
、建
設
課
運
転手
、
 

木
村
冊
（
庶
務
課）
、
毘
沙
門
出
張
所

鰐
田
茂
雄
（
水
道
課）
、
中
央
病
院
、
 

福
間
謙
一
（
税
務
課
）
）
、
中
央
病
院
、
 

由
加
恭
子
（
思
門
出
張
所
）
。
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一
 

三
十
七
年
度
の

主
眼
は
 

雛
建
設
と
産
業
振
興
 

山
内
市
政
四
年
目
の
方
針
 

な
怠
案

六
十
八
件を
原
憲
号

決
し
P
二
十
五
口
望

寺
し

た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
の
主
な内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
 

費
の
改
訂
分
ほ
か
は前
議

同
難
持
 

な
ど
議
案
六
十
八
件を
原
案
通
り
可
決
して
二
十
五口
閉
会
しま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
 

・
ソ
t
丁
ト
王
八
土り
ド
に
り
R
m
E寺
 
？

r
一
う
小
ー
 

ー

で
財
源
と
し
て
計
上
し
、才
出
で
は
主
医
療
賞
の
値
上
げ
等に
よ
る
追
加
更
正
才
出
で
の
経
常
費
は
自
主
財
源
の
の
び
魯

保
護
費
、児
童
措
置
費
等
の
社
会

1な
れ
ば
社
会
福
祉
問
題
が
あ
る
と
お
も

と
し
て
学
校
建築
積
立
金
一
千
万
円
、
 予
算
で
あ
り
ま
す
。
 

が
確
足
す
る
ま
で
最
低
線
で
抑
制
し
て
福
祉
費
を
は
じ
め
産
菜
経
済
費
で
は
病
う

の
で
と
り
あ
え
す職
員
は
禍
祉
水
務
 

五
梅

泉
小
学
校
用
地
買
収
費
一
五〇
万
円
三
十
七
年
度
の
財
政
再
詳

画
和
よ
び

お
り
ま
す
o
 

・
 
虫

害
の
共
同
防
除
、商
工
振
興
費
の
増
所
と
霧
さ

せ
人
貨

を
補
て
ん
し
一

消
防
同
傘
購
入
一

二
〇
万
円
、
告
一

貫

計
予
算
は財
政
再
建
途
上
に
あ
投
資
的
経
費
は
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
額
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

年
ぐ
ら
い
状
況
を
み
る
計
画
で
予
算
を

且
》！巨
三
三
」昌
巨
三
ら
一
昌
三昌
三
三
三
三
コ
！巨
昌
三
三
昌
三
一旨
昌
●昌
昌
ョ
ョ
三
三
三g
昌
一言
」
昌
E
目
且
冒
自
三
冒
ョ
ョ
●
月
ョ
旦
一巨
ョ
冒
《冒
●
」
ョ
■
昌
目
目
冒
言
・
自
三】ョ
巨
・
 

,
 

'
.
 

.
 
．
 
「
 
，
 

化
と
衛
生
材
料
費
の凪
上
げ
に
よ
る増
 

？
】
 
、

一
」
 

ェ
 

と
列
市
義

倉

D
ら
う
・
し
昭
和

三
十
七年
度の
市
の亭
業
万針
な
どを
き
め
る第
五
十三
塁
例
臨
会
は三
早
太
晶
会
、
昭
鯛
難

で
は地
万
公
営
企
業
法
1
7
腎
 

一1

・
J~
iー
‘
・
‘
．‘
ー
 

和
三
十
大議
五
所
川
原
市
財政
再詳
画
の
変
更お
よ
び
」
千
大
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
のオ
入

の
一
響
用
とな
るた
め
予
護
式
そ
ょ

A，
タ
 

“
 

畜

追
加
更
生
霧
、

」
干
七
年
度
一般
会
計
、箭
会

撃
共

ま
奮
業

で
は
市民
会
都
、
じ
ん
ば
い
盤
所
な

ど
の
建
設
、学
校
施
設
の整
備
 

の
他
が
か
わ
つ
てい
る
加
客
は

人
件
 
・
七
」
・
止
 

原
訴
鷲
襲
輔
務
）
襲
「競
」髪
藻
麓
難
盤
護
」
鰐
器蕪
騒
熊
」
」襲
繊
競
郵の
予算に
つ
い
て
は
公
ま

二
 

“
然
競
鍾
鰻
報
鯵
」
」鯛

婆
襲
」
緯
薙
襲「
繰
器騒
）
？
籍
韓”
」
鷺鯵
無
験
競
務
ら

母
 

あ
げ
と
自
然
増お
よ
び
特別
交
付
税
、
 費
，
財
源
と
も
決
足
し
た
の
で
湯
更

も
ち
ろ
ん
、依
存
財
源
も
政
令
規
則
に
し
て
行
政
水
準
の
ひ
きあ
げ
に
努
力
し

傾
向
が
っ
よ
舟
来
再
検
討
を
要
す
る
 
．

ー
．
 

所

m
農
出
金
、“
麟
が
決港
た
の
正叱
横
環
事

業
勘1
凄
基

喋
唐
算
出
して
あ俣
す
．
 て
喫
す
．
 

‘
 

と
思
考
さ湾
慮
澱
に霊
三
と
 
あ
 に

 
 

の
 

課
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況
一鷲
難
鰯
盤
一
「
鴛
鷲

「
灘
」
一
」

一
柳
質
 

冨
い
 
郎
励
か

5
3勧
紺

J
劃
級
“

疑
御
糾
H
ち
m
入
2
5"
2
7抑
坑
批
 
m
加
加

沙
醐
ニ
・
 
》
 

D
 

・
に
‘
 

冷
撚
鰻

器
鰻
竺
（
鞠
一

1
鰻
麟
中
輔
 

α
 
m

毎
柳
 
ー

J
机
如
 
雄
 
而

m
房
り
 
加
 

設
如
前

柳
胤
 

今
島
担
 
衝

一
 
ん
 
一
 

」
 

十
 
当

つ
酬
 
与

等
予

与
庫
費
 
等

0
3の
与
車
 
建

の
 
と
加

o
備
備
置
 
市
て
 

校
】
 
タ
 
一
 

象
瓢

叫
緩
維
品
監
気
雰

器
 
諾
鼻
器
緩

m
島
如
・
碑～
十
 

《
て
 
会

前
も

員
役

員
の
お

員
会
地
防
力
比

は
員
防
 

火
防
木
批

じ
り
迫

梁
灯
青

待
と
す
泉

【
 
一
 

剥
一
 
議

で
な
麟
市
取

所
て
職

集
土
梢
防

に
の
職

消
 

防
消
土

倣
応

お
市
縄
街

歌
た

増
で

梅
《
 

r
・
・
‘
ー
 

1
1一凋
 
O
賢
主
 

O
び
会
っ
 

〇
消
初

も
 

，
O
．
に

と
 

O
ま
の
b

・
”
，
 

五
所
川
原
市消
防
団
恒
例
の
定
期
観閲
合
図
で
各
分団
ご
とに
北
斗
グラ
ン
ド
 の
表
彰
、
山
内
市
長
の購
評
訓
示
があ

O
県
消
防
協会
表
彰
 

に
J
，
『
い
」d

,
i
 

奮
利
剖

尉
劉
「
割
目
し

割
富
割
知

市
長
が
人
員
姿
名

山
覇

F
5
ま
剖
「

i
i
 

，
劃
劃

緩
、
第
五
盆
、
第
大
合
対

唾
隣
遣

ー
 

署

防
協
食

ら
番
如

数
が
臨
席
、
勢
服
装
影
賞
誇

、
ま
と
いふ
り
o
消
防
庁
長
官表
彫
 
紅
色
竿

頭
緩
、第
一
分
団
第
大
部
 

i
編

m
淳
潅
彰
 

影
「

五
〇
o
参
馴

参
加
し
馴
大
分
死
郵
象

と
岩
木
紺

で
一
斉
放
成
田
引蔵
〔
神
山〕
、
加男

次
郎
〔
 

第
五
分
団
第
五部
 
藤

旧
准
隣
稽

シ
ー
 

馴

こ
な
勲
ま
した
』
，J

 l
 加
暮
｝
勲

た
び
輩
如ー
フ
ウ
ンh姥
や
ち
〕
、
小
和秀
吉
「鶴
ケ
岡
〕
、功
労
章
、佐
藤
武
太
郎
〔
第
八
盆
）

「
温
撃

凄
表
彰
 

印
日
は
午
前
七
時
、集
合
サイ
レ
ンの
に
細
合
、
消
臨
永
年
勤
読
優
昌

員
暴

賢

局
〕
、
田
中
長
蔵
〔
高
潮
斎藤
委
吉
〔
第
三
盆
〕
、
天
内
繁
菊
地
武
一
舞
名
 

代
吉
、
藤
田
浅
吉
、藤
森
浅
一
、小
野

忙
ぎ
、
藤
森
作
太
郎
 

寺
金
次
郎
 

ー
ー
ー
・
・i
「i
う
 

嘉
山
伊
八
郎
、佐
藤
武
太
郎
、斎
藤
千
葛
西
勝
太郎
、
柳
沢
千
代
造
、斎
藤
千
 

『I
!
!
!

！
ー
》
 

〕
小
竹
蔵
粕太
郎
〔
長
冨
〕
、一
一
王
芳
雄
〔
第
一
A
曲
〕
 

一
〔原
子
〕
、戸
沢
四郎
〔
梅
田〕
、
 現
場
功
労章
、
工
願
昭
市
爾

一
分
団

石
岡
茂夫
〔
神山
〕
、片
岡
義
一
7

〕
、
有
思
勝
雄
〔
語
十分
団
〕
、成
田
 

〕
岡
正
7

〕
、
斎
藤
清
〔
戸沢
〕
、
 敏
保
〔
ク〕
 

舘
山
佐
一郎
〔
長
柵
〕
 

勤
功
章
、
舘
山
健
息
．小
田
桐
嘉
四
、
 

O
市
長
表
彫
 
藤
田
藤

栄
、
鶴
谷
喜代
太
郎
、岩
淵
政

エ
藤
秀
一
昇
学
沢
〕
、斎
藤
鉄之
助
則
、
田
中
柾
雄
、福
土
敏
夫
、石
谷
一
 

〔原
子
〕
、富
崎
嘉四
蔵
7
〕
、
斎
昭
、
鳴
遍
満
美
、小
栗
山勝
覇
、小
田

厭
勝
雄
7
〕
、
新
谷
豊

7
〕
、
桐
倉
雄
、貫
市

雄
、
福
士
長
三
郎
、
 

中
村
友
一
〔
飯詰
〕
 

佐
藤
甚
一
、
一
戸
済蔵
、
野
呂
兼
四
郎
 

o

日
本
消
防
雲
長
表
彰
〔
盤
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赤字解消の状況 

 

1億8593万5千円の赤字を背負い、34年月財政再建準用団体
の指定をうけ1りカ年計画を策定して、健全財政につとめて
きた結果初年度 (34年度） において、計画された 2カ年分
の3862万 9千円を解消することができ、35年 9月の変更計
画では再建期間を1カ年短縮して9カ年となつた。 
その俊も順調なあゆみをつづげ、 2年目（35年度）は1867 
万8千円、3年目（36年度）は1850万円を解消しております。 
したがつて34年度より36年度の 3カ年間に赤字解消が7580 
万 7千円と学校整傭事業に35年度2000万円、36年度1000万
円を積立しておりますので実質には1億581】万 7千円の黒宇
となりま・す． しかしながらまだ1億1012万8千円の赤宇を抱
えておりますので今後も本市の建設 5カ年計画事業を実施
しながら再建計画に基づき五所川原市の経済回復に努力し
ます． 

消
防
団
観
閲
式
終
る
 

 

    

〇都市計図事業 街路を整｛開し計画自く］新市の建設をおこ
ない、 きれいな市街地を造成するこの事翼費は自ザ年度当初
に比し 158万円の減となつておりますが、国の施策がオリ
ンピツク施段に重点をおいているため、地方の新規事業が
みとめられず、当市の事業もすくなくなつたのでそれに伴
い、「引庫支出金が減となつたものです． 予算内容はつぎの
とおりですュ 

A才 入 
水利地益税 616万円 
国庫支出金 600万円 
県支出金 	900万円 
雑収入 	10万円

▲才 出 
職員費 	167万円 
物件費 	89万円 
事業費 	1870万円
県委託街路整備1050万円 
街路整備 	240万円 
街路舗装 	500万円 
道路新設 	80万円 

〇国保事業勘定 前年度当初よ8628万円の増となつ 
ておりますが、この大半は医療費の値上りによる療鵬給付 
費の増額で予算の内容はつぎのとおりです‘ 
▲才 入 
国民健康保険税 2860万円 
国庫支出金 	2895万円 
―般会計よりの繰入金’ 200万円 	 “ 
その他 	 47万円 

▲才一 I日 
職員費 	 632万円、 
保険給付費 	5038万円 ー 
モの118 	 332万円 	 ー 

○国保直診勘定 住民の健康を保持するためのこの事
業は、前年度当初より1448万円の増となつてl0りますが、 
才入面にあつてはー点単価ひきあげと利用者の増加による
ものです。才出面では物価の値上りと給与改訂によるもの
で、予算内容はつぎのとおりです。 
▲才 入 
診療45入 1億8126万円 

37年度当初予算額（円） 

21 . 260 s 000 
60'023'900 

186' 700 ' 000 
4'755'000 

25.221.720 
297.960.620  

診療外」&入 	187万円 
手数米：「 	12万円 
雑収ヌ、 	345万円 

▲才 出 
職員費、 	8558万円 
物件費 	5986万円 
給食費等 	2214万円 
維持補修費 	60万円 
公債費 	1599万円 
その他 	233万円 

0公益質屋事業 
前年度当初より 933万円の減となつておりますが、公益質
屋事業が全国的に利用者が減つており当市もその傾向がつ
よく、ちかいうちに再検討を要するものと考えています。 
予算の内容はつぎのとおりです。なお職員は福祉事務所の
仕事を兼務しておりますからご利用の際はまちがわないよ
うにてください。 
▲才 入 
貸付金収入 475万円 

▲才 I」」 
貸付金 	400万円 
その他 	75万円 

〇水道事業 今年度から経営の改善と合理化をはかる
ため地方公営企業法の一部を適用して、事業の円滑化をぱ
かり、需要者に良い水を供給する計画です． 予算総翻では
前年度当初に比し 1加万円の増となつており、予算内容は
つぎのとおりです。 
▲才 入 

給水使用料 2306万円 
ニL事」l又入 	183万円 
その11立 	33万円 

▲才 出 
騒員の給与費 7刀万円 
公債費 	746万円 
給水工事費 	3叩万円 
維持修繕費 	368万円 
施設費 	110万円 
その他 	226万円 

36年度当初予算額（円） 
	

比 	 義（円） 
、  

22.841 '000 
	

△ 1'581 '000 
53'742'000 
	

ふ281'9(n 
172'222'000 
	

14'478'000 
14.089'200 	 i9.334'200 
24'218'692 	 - 1.003'028 

287'112'892 
	

10'847'728 

特別会ノ計 2億9796万円 
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7 保健衛生費 
8 産業経済費 
9 財 産 費 

10 統計調査費 
11 選 挙 費 
12 公 債 費 
13 諸 支 Hl 金 
14 予 備 費
二す’ 出 合 言t 

1
2

りり
4
に
ノ6
 

ニ 
経費別収支 

8.893' 1 
73 79) 2 
28'347、4: 
17 000'0l 

ISO 652'9 

1'38'533'3 
15.049.6 
19、48"9 

1、I察 
3'519、9 

30.1 17'4 
22.204'1 
1' 182 '6 

510 '895' 3 

栄中学校校舎新鮮！ 	1487万円 
南小学校校舎増築 	1089万円
沖飯結小学校屋体改築 596万円
藻II目、学校屋体新築 548万円 
市民会舘建設 	530'l万円 
高野公民舘建設 	173万円 

〇社会及び労倒施設費 前年度当初に
となつており、生活保護費、公営住宅α 
大半をしめております．予算内容の主た
りです． 
生活保謹費 	8115万円 
住宅団地整備 	2c0万円 
公営住宅建設 別61万円 
失業対策事業 921万円 “ 
保胃所の建設 

0保健衛生費 前年産当初に比 I99 
おりますが、今年度は組白立のし尿処丑 
補生施設の整傭を急いでおり、予算内で 
のとおりであります。 
じん芥処理場‘ 1 800万円 
し尿処理場建設負妊I金 

2相万円 
火葬場控室増築 30万円 

〇産業経済費 前年度当初と比し64 
おり、今年度は畜産主産地形成事業の打
備および有畜展業の普及と奨励、農道C 
防除の推進等農家所得の」曽加をはかる大
しております。 
予算の内容はつぎのとおりです． 
展業委員会費 	590万円ー 
履業振興費 	733万円 

病虫害防除 201万円 
区画整理 	147万円 
農道補修 	212万円 

議 会 費 
ili 役 所費
消 防 費
土 木 費
数 育 費
社会及び労働 

施設費 

款別総活表〔才出〕 

「
一
 

ー～

、 



鷲欝麟舞 鍵響舞響 

｛ー，  

灰用,鷺響t 

硬入甥輪 

57 778 

(33%)」 

37年度当初予算額

円 
1釦、000'000 
123'094 '000 

前年度当初予算額 

142'681'000 
85'500'000 

一般会計  
財政再建の適用をうけている当市は、つねに健全財田担）確保と行政水準の引き上げをはかりながら事業の執行にあた

つて和ります． 
ことしは一般会計総額5億1089万5千円と前年度当初を 9830万3千円上88る予算であひ妻すが、財政事情が好転の―妬

をたどり再建も崩かるい見通しかつきましたので、自●年度に引きつづき小中学校の1晦備と充実を重点とし、市民待日
の市民会館に驚手、保育所の建設、一方産業窪済面」こおいては畜産主重地形成亭導‘D才旨定に伴う諸施設の麟1. 病B IIIIIII薫「「蕪I蕪蕪蕪I「難議 
このように市民生活の向上と市勢の発展についての施策を知つていただくえ屯h'4れから市q凄算内賢奪素・知らせ L 
ます． 	 し 

5億1089万円 

状況（単位千円） 

前年度当初予算額 

円 
比 	 較 

円 
構衷」』ニ率 

% 
8'316'442 576'746 1 '7 

64.248 775 12'541 '519 14'5 
23'308'627 5'038 '801 5.5 
15'000 000 2'000'000 3.4 

122'537'210 28s115 '772 29.5 

109'660 988 28'872'378 27.1 
5'750 '310 9'992' 90 2'9 

一 13 '012、 172 6'477 -.729 3'8 
',-.、 1'300'900 434'307 0叫 
I 『 225'720 154'420 0'! 

1'955 '497 1' 564.414 0'7 
28.451 '300 1'666' 146 5S9 
21 '514 '905 689'260 4.3 
1'010'600 172'067 小2 

412'592'546 98'302.850 100.0 

畜産振興費 
	

288万円 
と場建設 
	

200万円 
造林事業費 
	

104万円 
商工振興費 
	

195万円 
観光費 
	

39万円 

0財産費 前年度当初より43万円の増となつており内容

87万円の増 はつぎのとおりてす． 

Fの事業費が 
	

信用保証協会l」封月金 70万円 
【つぎのとお 市有物映害保険料 103万円 

〇統計調査費 将来の指針をしめすため重要な役割をは
たしている統計調査の費用で前年度当初より15万円の増と
なつております。予算内容の主なものはつ普のとおりです． 
調夜員手当 	 32万円 

〇選挙費 前年度当初より1％万円の増となつているが、 
~' 	今年度は参議院議員および市長選挙があり、その費用と公
〕肩となつて 明選拳の啓蒙宜伝費等からなり内容の主なものはつぎのと
’設尋、環境 おりです． 

‘ものはつぎ 職員の給与 136万円 
お議、市長選 	130万円 

〇公債費 前年度当初よ0166万円の増となつてお0内 
容はつぎのとおりです。 
艮期債償還元金 I034万円 
長期債償還利子 12刀万円 

）増となつて ー時借入金利子 700万円 

‘う施設の整 0諸支出金 *11年民当初よ069万円の増で財政再建計画 
病虫害共同 の赤字解消ldよひ市税徴収の費用、新市趣設計画の策定等 

J命の男力を で内容の主なものはつぎのとおりです。 
徴税費 	 344万円 

嗣税貯書組合 

事務費補助金 120万円 
財政再建による赤字解消費 

1850万円 
〇予備費 前年度当初に比し17万円の増となつてお8ま 
す．  

款別の状況 

科 	目 

1 市 	税 	 1釦、000、000 
2 地方交付88 

3 翁嘗報噴 

4 分担金雲銘 

5 使用料撃農半斗 

6 * *7* 緩 
8 雑 収 A 	 4'850.000 
9 m 	* 	 87'100'000 

10 繰 	入 金 	 10 '000.000 
才 A 合 81- 	510'895'396 

〇市 税 前年度当初より731万円の増となつておりま

すが、今年度は130(〕万円の減税をしましたが、一部の自然

増収と徴II又率の引き上げによる増もあるので36年度最終予

算に比較すれば943万円の減とな8ます。 

市税についてのくわしいことは J市税の内訳クをみてく1ど
さい。 
〇地方交付税 国の施策による地方財政の健全化を促進

するためと地域格差の是正をはかるため地方交付税の繰り
入れ率の引き上げ」dよび国税三税の増額等により単位費用

が引き上げられ前年度当初よ03759万円が増となり、予算

構成比率も4％上回つております。 
普通交付税 1億2209万円 

特別交付税 	100万円 
〇使用料及ひ手散料 311年度当初より267万円の増とな 

つておりますが、 増額分は隣団地に新しく100戸蔵設され 

た公営庄宅の便用料が主となつており予算内容の主なもの 

はつぎのとおりです． 
公営住宅使用料 1335万円 

印監証明手数料 1如万円 

戸籍関係手散料 α〕万円 

0国庫支出金 前年度当初よ01668万円の増となつてお 

市税の状況 

ノ世，橿リ 

m 

36年度最終の税収予算は1億5943万3千円であり二 うち

現年度分1億5297万8千円、滞納繰越分615万5千円とな

つております． 

今年度は減税措鳳により市民税1200万円、固定資産税 

100万円、合計1300万円を減税しております。 

0市民税 減税措曜により1200万円を減税してあり

ますが、自然増収と徴収率の引き上げにより前年度最

終予算に比し、実質には、956万5千円の滅収となりま

す． 

〇固定資産税 減税措置により1叩万円を減税して

ありますが、自然増と徴収率の弓Iき上げにより前年度

最終予算に比し99万3千円の増となります。 

0軽自動車税 今年度は161万59 円見込まれ経済の

成長に伴い軽自助車も多くなつておりますので自り年度

最終予算に比し2万5千円の増となつております． 

0たばこ消費税 今年度は1620万円見込まれ、クた

ばこクは市の重要な財源となつており、前年度最終予

算に比し30万円の増となつております。 

0電気メfス税 今年度はα×〕万円見込まれ、生活水 

比 	 較 

7、3 19 '000 
37.594 '000 

1、 683、 600 

352.240 

2、 673、 190 
16、 688 -153 

744.667 
148.000 

41 '100.000 
△10 '000 .000 

98'302 -.850 

、 

構成 比葺 

29、r 
24'1 

1'2 

0'3 

3'8 
20'5 
0'9 
小9 

I 7'0 
1'9 

100.0 

りますが、生活保護費補助金の増加が主で予算内容の主 
るものはつきて）とおりです． 
生活保護費補助金 6486万円 
公営住宅補助金 	1395万円 
学校建設補助金 	758万円 
失対事業補助金 	486万円 
消防施設整備補助金 190万円 マ 	’ 

くフ i有 債 前年度当初より4110万円の増となつており
すが、これは学校等の建設債および施設の整備債です。 
算内容の主なものはつぎのとおりです。 
学校整備債 	1900万円
市民会舘建股債 5000万円
淵訪施設整備債 500万円
公営住宅醜設債 420万「ョ
じん芥処理場建設置 490万円 

0繰入金 学校建設事業費充当のため35年度に弓はつ
き36年度も積立をし、これを使用するものです。財i欧再‘ 
途上にある当市が事業費充当のため35年度2000万円、3t 
度に1000万円積立できたことは、市民各位の市政に協力
たたまものであります。 

準の向上により、目然増があるので前年度最終予算に

比し】00万円の増となつております． 

〇木材引取税 今年度は44万7千円見i2Aノでありま

すが前年度最終予算に比し 27万2千円の減となつてお

ります， 
仙”・‘．‘叫“山●叫I一●・叫り“mト・山巾‘明川山“'W嚇叫川川‘“→小”,山l“」“．I“．・．可川』嶋， 

納税こそ主婦の 
力のみせどころ‘鷺鷲 
市税の納期限は 
軽自動車税（全期）・・‘4月末 水利地益
税（金期〉・、5月末 固定資産税（1期） 

・・・ 5月末 市民税（1期）・・・6月未 国民
健康保険税（ l 期）・・・7月末 

l 1 
ノメ、若 リ 

款別総括表〔才入〕 

小500'0叩 

947 ' 760 

16'683'510 
87-.813'698 
3'764s578 
4'702'000 

46 000.000 
20'000 '000 

412' 592 '546 



日
 

2
5
 

市
福
祉
事

務
所
で
は

第
一
回
目

の
児
童
扶

養
手
当
の

証
●
交
付

式
か
」さ
る

十
四
日
市

役
所
議
場
 

回
 で
お
こ
な

い
ま
し
た
 

は
昨
年
十
 

定
さ
れ
た
 

4
J児
童
扶
養
手
当
体
によ
つ
て支
給
さ
れ
 

年
る
も

e
p、
こ
ん
か
いの
申
誓

は
昨
 

3
1
 
年
十
二月
か
ら一
月
委
で
に
申
請
し
 

和
 
た
玉

O
名
の
中
か
ら
八
四
名
に
交
付
 

月
 

児量扶養手当 
第一回交付八四名 第
 一
月
に
制
 

一
」
瞬
 

川 原 所
 

五
 

昭
 
さ
れ
た
も
の
で
す
．
 

こ
の
児
童
扶
養
手
ョ
は
母
子
世
帯
な
ど

う

ソ
で
母
子
福
祉
年
金
か
ら
除
外
さ
れ
た
も
 

器

の
割、ほ
ど
ん
哀
当する言
つ
 

凋
吻

て
、
福
祉
面
で
は法
の
恩
恵
に
浴
しな
 

●

馴

い
人
は
な
く
な
つ
た
と
も
い
わ
れ
て
お

暁
罰

り
ま
す
．
 

．
鱗
こ
の
雪
は
母
親
の
収
入
が
年
ゴ
秀
 

Iー
 
田
雫
‘
（
子
ど
も一人
に
つ
宣
」
万円
 

）
の
も
の
、父
親
峨
気
で

讐

手
が
 な

い
児童
、
他
で
養
育
さ
れて
い
る
子
一一
人
で
は
二
一
O
〇
円
、
三
人
以
上
は

ど
も
な
ど
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
 
二
一O
O円
に
一
人に
つ
き
び
〇
円

で
、
支
給
額
は
年三
回
に
わ
け
て
支
絶
が
加
算さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
証
書
によ
つ

さ
れ
ま
す
。
 

て
郵
便
局
の窓
ロ
か
ら支
給
さ
れ
ま
す

金
額
は
児童
一
人
に
つ
き八
〇
〇円
、
 こ
ん
か
い
交
付さ
れ
た
一番
多
い
の
は
 

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
や
ラ
ジオ
で
報
道
さ
れて
い
る交
通
ひ
故
…
そ
れ
がた
と
え
一
行
か二
行
の
ごく
わ
づか
な
記事
で
も
、
そ
の
ウラ
に
は被
害

者
の
家
族
の
深
い
な
げき
や
悲
しみ
が
秘め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。万
事
ス
ピー
ド
の
世
の中
に
な
つ
か
こ
と
は
大
渡結
構
な
こ
とで
す
が
、反
面

交
通
事
故
は
ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
で
す
．モ
の
亭
故の
ほ
と
んど
が
不
蕪
や
酒
の
み
運
転な
ど
気
を
つ
げ
れ
ぱ
防
げ
る
も
のば
か
り
で
す
。
 

毎
日
の
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
N
eニ
 
県
内
で
も
一
日
七
・
大件
交
通
小
故
が
そ
こ
で
歩
行
者
は
「
正、
く
右側
を
」
 
み
んな
で
気
をつ
け道
路
は
広
く
使
い

ユ
1
ス
で
交
通
事
故
の
報
じら
れ
な
い
 
発
生
し
、
大
人
が
ケ
ガを
レ
、二
・
四
運
転者
は
「
安全
運
転
」
を
励行
し
、
 ま
し
よ
う
。
 

(1部2円） 

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

日
で
一人
が
な
く
なつ
て
お
りま
す
。
 免
許
証
を
も
たな
い
で
車
を運
転
し
た

そ
の
事
故
の
ほと
ん
ど
が
不注
意
や
酒
亭
故
はお
き
るも
の
で
は
なく
、
人
が
り
、
お
酒
を
飲
んで
の
退
転
は
小故
の
 

の
み
運
転
な
ど
気
を
つ
け
れ
ば
防
げる
 
お
こ
して
い
る
も
ので
す
。
 

も
と
で
す
か
らや
め
ま
レ
よ
う
。
 

も
の
ば
かり
で
す
．
 

市
民
一
人
一人
が
規則
を
守り
、
注
意

昨
年
一年
間
に全
国
で
お
きた
交
通
事
を
す
れ
ば
事故
は
お
き
ま
せ
ん
。
 

こ
ど
も
の
事
故
 

は
親

の
責
任
 

道
路
に
物
を
 

限
故
の

一
日
平
均
を
み
ま
す
と
発
生
件
数
 

か
わ
い
い
こど
も
さ
ん
の交
通
夢
故
も
 

ー
 

が
一
三
七
四
件
、死
鼻
が

l
n
四
・
大
 
交
通
規
則
を
 

置
 

な
 
い
 
年

女
多
く
な
つて
い
ま
す
．
 

人
、
ク
ガ
を
し
た
人
は
八
四
・
九
人
も
 
被
害
を
う

け
た
こ
ど
もは
、
車
の
直
前

広

い
ま
す
・
 

守
 
っ
 

て
 
た

だ
でさ
い
狭
い道
路
に
自動
車
や
自
を
葛
る
、賛

の
ひ
と
り
歩
き
、路

こ
の
た
め
多
くの
人
が
毎日
涙
の
か
わ
 
転
車

が
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、商
店
の
上
で
遊
んで
る
、
交
通
の
激
しい
道
路

市
 く
ひ
ま
も
ない
ほ
ど
悲
しい
告
盾蛍
墳
事
故
の
ほど
ん
と
は
交通
規
則
を
守
ら品
物
が
だ
さ
れ
た
り
して
は
交
通
の
妨で
の
白
転
車
の
り
が原
因
の
ほと
ん
ど
 

つ
て
い
る
の
です
．
 

な
い
た
めに
お
き
てい
ま
す
。
 

げ
で
す
。
 

で
す
．
 

械
類
を
取
り扱
う
こと
に
な
りま
し
た

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
 

し
て
、
行
政
に
対
す
る
国
民
の
苦
情
解

消
に
役
立
つ
て来
ま
した
が
、さ
ら
に
 果

を
委
員
か
蓮
じて
申
し
出
人
に
回
答

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

五
の
中
心
都
市で
あ
る
五所
川
原
市に

は
、．小
さ
ノ、
で
も子
ど
もた
ち
の
た
め
 

特
に
子
ど
もか
券
（
濡
か
ら中
名
の
は

急
務
と
な
つて
お
h一
ま
す
．
 

月
一
日
か
ら時
計
、カ
メ
】フ
か
際
く橘

で
随
時巡
回
行
政
苦情
相
談所
を
開
設
つ
せ
ん
して
解
決を
は
かり
、
モ
の
結
防
止
のた
め
に
も
何
と
い
つ
ても
西
北
め
て
い
る
実
状
で
す
。
 

し
た
ら
係
り
ま
で
ご
投
稿く
だ
さ
い
。
 

（
広
報係
）
 各

地
区
で
都合
に
よ
りの
ま
な
か
つ
た

人
は
二
十一
百
十
時
か
ら」蒔
ま
己
西

北
中
血
倉
院で
お
こ
な
いま
す
．
 

自
動
軍
や
パ
イ
ク
の
運
転
者
は
迎
転中
 

に
こ
ど
も
め姿
を
み
か
け
た
ら必
ず
徐
 

行
す
る
か
、
一
時停
止
して
い
た
だき
 

た
s
p
eで
、
 

考

r
美

車
ゴ
イ
」
 

縄
繰
智
範
』
鷲
一
譲
縄
躍
競

・
 

気
を
く
ぱ
つ
てく
だ
さ
い
・
 

三
、
無
免
許連
転
、絶
対
や
め
よ
．
 

四
、
踏
切
の
一日
停
車
は
確
突
に
。
 

こ
と
も
の事
故
に
つ
s
Pは
、
モ
の
ほ

五
、
追
越
す
る時
、
安
全
確
認o
 

と
ん
どが
親
か
運
転
者の
注
意
で防
げ
大
、
簾
、

駐
車
は
場所
寛
て
・
 

る
も
の
で
す
か
ら親
の
責
任
と
も
いい
 七
、
わ
き
見
巡
転
しな
い
こ
と
。
 

ま
し
よ
う
。
 

八
、
  子
ど
もを
見
た
ら
徐
行
せ
よ
。
 

安
全
運
転
十
 

章
〔
運転
者
〕
 

春は火災が多い 

こ鵠続繋加 
寒
い
冬
も

す
ぎ
て
暖

か
い
春
を

迎
え
ま
し

た
が
、毎

年
こ
の季

節
に
は
全

国
各
地で

大
き
な火

災
が
お
き

て
お
り
ま

す
。
春
は

特
有
の
季

節
風
が吹
 

で
無
線
編
も
と
りつ
け
、市
消
防
署
司

令
車
と
して
今
後
活
躍
す
る
。
 

ー
 

生
ワ
ク
チ
ン
 

う
 
レ

み
ん
な
で

守
ろ
う

交
通
規

則
目
 

L
トF
（
×
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I
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‘
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●

r
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ー
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コ
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ー
 

柳
 

子
供
の

事
故
は
親
の

責
任
 

合
 

図
 

I
ウ
イ
リ
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0
型
予
算
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一
O
七
万
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8
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許
 
図
行
 
退
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3
5
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き
、
建
物
な
ど
が
燃え
や
す
い
状態
に

な
つ
て
い
る
ここ
と
、賜
気
が
よ
く
な

り
、
家
の
中
に
い
る
よ
り
外
出
が
多
く

な
り
がち
に
な
り
ます
の
で
、
つ
い
電

気
コ
ン
ロ
や
火
ば
ち
な
ど
の
火
の
始
未

が
お
ろ
モ
か
に
な
り
、こ
れ
が原
因
で

火
災
に
な
るこ
と
が
かな
り
あ
りま
す

そ
こ
で
火
災
か
ら
わ
たく
し
た
ち
の
家

や
財
産
を
守る
た
め
、ぜ
ひ
次
の
こ
と

に
十
分
注意
し
ま
レ
よ
う
。
 

万
一
火
災
にな
つ
た《
善
は
、
一刻
も

早
く
消
防
署
に通
報
して
く
だ
さい
．
 

火
災
専
用
電
話
は
一
一
九番
で
す
，
 

の
外
出
す
る
と
き
は
、
こ
た
つ
や
コ
ン
 

が
あ
つて
欲
し
い
と
思
フe
pす
．
 
ま
し
た
が
お
説
の
よ
フ
に
遊
び
場
の
な
貧
マ

ヒ
予
防
生
ワク
チ
ンI
n型
混

中
心
地
か
らは
な
れ
たと
こ
ろ
に
は
、
 
い
と
い
う
こ
と
も
交
通
事
故多
発
の
一
合
撃
を
つ
ぎ
の
日
程
で
お
こな
い
欧

飯
詰
の盃

公
園
と
か
、七
和
の狼
野
因
で
す
・
 
す
。

該
当
者
は
昭
和
三
十
年
四月
プ
や

長
根
等
があ
り
ま
すが
、
い
ろ
い
ろ
な

市
で
帝

年
来
、
成
田
町に
I
も
た
む

三
十
大
年
十
二月
」
干
百
ま
で

面
で
市
民姦
、

特
に
子
戸
着た
ち
に
ち
の
遊
び
場
車
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
に
生
れ
た
人
で
す
。
 

ら
い
遊
び場
書

た
な
い発
育
ざ
か
り喜
住

宅
附
近
素
備
し
て
、
市
民
の
全
部
が
のま
な
け
れば
い
けま
せ
ん
。
 

か
れ
、交
通
事
故
防
止と
犯
罪
を
迫放

く
つ
ろ
げ
る場
を
作つ
P
sた
だ
き
た
ま
た
総
合
的
な
運
動
場奮
た
な
い
当
料
金
は
無料
で
す
。
 

こ
の
窓
ロ
を広
げ
、
手
軽
に
相
談で
き
し
て
明る
い
町
づ
く
りの
た
め
に
努
力

い
と
号

の
で
す
．
 

市
は
昨
年
釜
い
た
し
ま
し
た
新
市
建
五
所
川
原
、小
曲
地
区
五月
七
日西
北

る
た
めに
爵

村
に
行
政
苦
情
製
員
し
よ
う
宣
言
し
て
い
ま
すが
、
事
故
市
当
局の
方
で
もそ
の
ほ
か
に
なす
べ
設
五
カ
年
計
画
に
基s
P昭
和
三
九
年
中
番
院
（
十
時

．
．
・
」
蒔
ま
で）
売
 

、
．
 

舘
 

恒
 

な
ん
と
いつ
ても
ル
言一
 
れ
の母
子
世

帯
で
母
子
世
帯
更
生と
い
う点
に
大
き

な
開
眼
は
一
応
果t」
れ
た
ので
は
な
い

か
と
係
では
い
つて
お
り
、こ
の
制
健

の
普
及に
よ
つ
てこ
ん
ご
ニ
次
、三
次

の
申
請
者は
続
出
し
、そ
の
適
要
範
囲

も
ひ
ろ
が
つ
て
い
く
も
の
とい
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
 

な
お
五
月
以
降
に
支
給さ
れ
る
児童
扶

勢
一
「
の
額
は
児童
一
人
に
つき
八
o
 

O
円
、
二
人
で
は
一
四
〇O
円
、
三
人

以
上
で
は
一人
に
つ
き一
四O
〇
円
に

四
O
〇
円
が加
算
さ
れ
る
よ
う
目
下
国

会
で
検
討中
で
あり
ま
す
が
、増
額
の

公
算
が
つよ
い
よ
うで
す
。
 

こ
の
年金
に
り
い
て
の
く
わ
しい
こ
と

は
市
福祉
事
務
所
にお
た
づ
ね
くだ
さ
 

」
一

戸
」
『又
一
 

n
 
l
 

委
嘱
発令
に
な
是
し

た
．
 

走
り
廻
是
ん

で
い
る子
ど
も
を
交
通
 

あ
り

ま
募
ら
、
今
し
ぱ
ら
く
の
ご
し
（
十
時

i
二
時
）
、松
島
地区
十
冒

タ
 
ぞ
 

耳
書
 

J
．
 

苦
情
や
意見
要
望の
あ
る
方
々
は
ど
遠
事
故
か
らま
も
ろ
う
と
い
つ
て
も
、車
 

お
 
答
 

え
 

ん
ぼ
う
をお
願
い
し
ま
す
o
 

松
島
支
所
（
十
時
二
蒔）
、
飯
詰
地
 

市
公

益
質

屋
 

青
弾
行
政
監
察
局
で
は
、
行
政
に
関
す
慮
な
く
気
軽
に
同
貧
に
申
出
て
く
だ
を
運
転す
る
人
は
勿
論
、
周
囲
の
大人
 

‘
 

，
 
-
 

‘
【
、i
【
て
区
十
五
日
飯
詰
斎
（
十
時
…
ニ
時
）
 

市の
公費
屋
劃
新
割
“ム
彫
鍵
難
翫
伽
れ勲
話
に
“

F
l

‘ー
く
嘉
編
糾
新
髭
告
舞
t
U
U数
年来
、交
馨
故
が
器
し
、
 
秘
．企
圃
課
長
』
川
地区
十
脊
『
川
診
即（
青
 

ォ
、
息
車
欝
、

カ
メ
ラ
等
苫
の

こ
れ
を
円滴
に
解
決
して
猛

の
民
主
行
政
監
察
局
で
は
委員
か
らの
申
レ
出
な
い
こ
とと
思
うの
で
すo
 

多
く
の犠
牲
者
がで
て
い
る
こ盲
大
 

要
の

広
場
に
た
い
す
る投
稿
は
四
，：
ニ
時
）
、
胃

門
小
学
校
（
十時
・
・
・

舞
類
の
取
り
扱
い
を
して
い
な
か
っ
化
を
図
る
目
的
で
、局
に
行
政苫
編
事

項
に
つい
て
報
告
喜
〈
け
る
喫さ
尊
い
告

を
一
瞬
に
して
奪
う
交通
事
き
な
社
会
問
題
と
して
と
土
げ
ら
れ

o
o宇
以
内
、み
な
さ
んの
市
政
に
た
三
時
）
、三
好
地区
十
八
旦
ニ
好
診
療

た
が
、市
民
姦
の
要
望
も
あ
つて
五
馨
奮
設
し
、

ま
た
県
内
各
市野
づ

モ
く
こ
馨

関
係
の霞
請
に
あ
故
か
ら

守
る
た
め
に
も
、ま
た
不
是
国
を
は
じ
め
各
方
面
で
対
策
編
需
い

l
ご
費
、
買

な
ぶ
あ

り
ま
所
（
十
時
三
蒔
）
 

は
需

祉
事
務
所
にお
ち
ね
く
誓
 
砥
 

を
お
く
こ
と
に
な冬
し

た
．
 

数
の
多
い
子ど
も
た
ち
の交
通
禍
を
防

き
こ
忘
多
い
で
し奮
が
、
こ
の
よ

匿
か
畠
次
、
霞
公

園
お
よ
び
準
総
地
区
八
日
七和
中
学
校
（十
時
…二
時

い
・
 

興
 
与
 
毒
ゆ

・
 
”
 
当
市
で
は
市臭
町
、
浜
舘
八
郎
氏が
止
す
る
に
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、今
の
現
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な
う
な
こ
と
喜
慮
し
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い
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芋
な
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引
れ
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心
劃
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地
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日
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学
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時
計
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員
に
 

浜
舘
八
郎
氏
（
大
町
）
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四
月
一
日
付
で
霞
管
撃
長
官
か
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こ
と
だと
思
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ま
す
．せ
ま
い
道
路
で
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の
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よ
う
か
・
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で
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時
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喫
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浸
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顧
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供
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遊
び
場
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野
欝
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踏
鯵
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豆
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歩
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一
、歩
く
時
は
い
つも
右
側
通
行
す
る

一
一
．
道
を
横
き
る
時
は
、止
つ
て
右
、
 

左
を
見
て
か
ら
。
 

車
の
か
げ
か
ら出
る
時
は
、左
右

の
車
に
注
意
．
 

道
路
で
は遊
ぱ
な
い
。
 

幼
児
の
一
人
歩
きは
さ
せ
な
い
．
 

大
、
走
つ
て
道
に
飛
び
出さ
な
い
。
 

七
、
自
転
車
も人
も
横
に並
ん
で
歩
か
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t
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の
子タ
も
た
ち
や
、
市
民
が
百
の
仕

態
い
の場
と
子
ど
も
の遊
び
場
を農
可

愛
い
お
子
さ
ん
のた
め
わ荒
乏

発
交

通
安
今
都
市
大
会
が
各
地
で
開

事
の
疲
れ
か
ら
解放
さ
れ
て
ゆ
つく
り
ま

2
目
下
検
討中
で
あ
りま
す
o
の
む
よ
うに
し
ま
し
吉
。
 

・

》
“
‘
》
‘
・
‘
・
‘
・
‘
・

l
"
‘
、
ー
 
投

与
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に
、
ま
た
市
民
一
般
の
奮
に
も
公
園当
市
で
も先
般
、
妥
A蔀
市
宜
言
を
し
 

は
縁
還
い
もe
p
し
か
あ
り
ま
せ
ん
．ま
だ
施
設
に
とぽ
し
く
、
ま
た
小
規
槙
（
た
だ
じ小
差

藤
く
）
 

や
は
吊
心
地
に
公
園
地
雀
っ
て
も

で
あ
り
ま
す
e
p
昨
載

去
し
た
柳
町
前
に
I
nの
生
ワ
ク
チ
ンを
の
ん
だ
人
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活
躍
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踏
切
不
停
止
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ロ
の火
の
始禾
を
し
、ま
た
電
気
器

具
の
ス
イ
ツ
チ
感
元全
に
切
る
こ
と

①
使
用
中
の
石
油
コ
ンロ
は
動
か
した

り
、
燃
料
を
補
給
し
た
り
しな
い
こ

と
。
 

③
ガ
ス
コ
ンロ
の元
せ
ん
は
使
川
管
確

実
に
と
め
るこ
と
。
 

④
か
ぜ
の
つ
よい
●
写●
は
、火
の
粉
の

と
び
や
す
い
紙
くず
や
か
ん
な
く
ず

な
ど
を
燃
した
り
、
ま
た
た
き
火
を

レ
な
い
こ
と
。
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